　各　位
　応募を希望する場合は、次のとおりご案内申し上げます。
	締切日（5月11日）までに、以下の作業を確認し、
出来なかった場合のみご来室ください。

□　1.電子申請システムにログインできるか確認
□　2.ログイン後の操作（応募情報入力）確認
□　3.研究種目に合った後半部分のword様式ダウンロード場所確認
□　4.海外の共同研究者の同意書のword様式ダウンロードし、自筆のサインをもらう手配済であること

□　5.研究分担者の承諾手続きを電子申請システムで依頼済であること



1.～5.の確認作業について
　1. 学振の電子申請システムに専用IDとパスワードでログインできるか確認してください。できない場合は、国際言語平和研究所事務室（以下、研究所事務室）で確認を行ってください。
2．1.のログイン後、応募したい研究種目の応募情報入力（研究計画調書前半部分）の場所を確認してください。場所が分からない場合や研究者情報に誤りがある場合は、研究所事務室で確認を行ってください。
3．応募したい研究種目の応募内容ファイル（後半部分）をダウンロードすることができるか確認してください。できない場合は、研究所事務室で操作確認してください。
　…様式S-63-1
4．海外の共同研究者の同意書ファイルをダウンロードすることができるか確認してください。できない場合は、研究所事務室で操作確認してください。また、自筆のサインを求められているため早目の手配をしてください。
…様式S-63-2

5.学振の電子申請システム上で研究分担者となることを依頼を行ってください。
科研費電子申請システム・・・科研の応募を電子申請するために利用するシステム
e-Rad ・・・電子申請する際の研究者個人の情報を登録・修正するシステム

応募書類の構成について（日本学術振興会公募要領20頁）
科研費の応募書類（研究計画調書）は、前半部分（Ｗｅｂ入力項目）と後半部分（添付ファイル項目）で構成されています。
・前半部分（Ｗｅｂ入力項目）
研究課題名、応募額、各年度に要する費目別の経費、研究組織情報等を科研費電子申請システムに入力する部分
・後半部分（添付ファイル項目）
研究目的、研究計画・方法等の具体的な内容をワードファイルに記述する部分（様式S-63-1）
・海外の研究者からの同意書（様式S-63-2）

科研費電子申請システムにおいて、前半部分を入力後、後半部分をワードファイルまたはPDFファイルでアップロードし、提出処理をすすめると、研究計画調書（PDFファイル）が出来上がります。
コンプライアンス教育・研究倫理教育について
　本学は、2017（平成29）年7月20日（木）に「平成29年度公的研究費コンプライアンス研修会」を開催しています。これを受講していない方は、今年度も行う予定ですので受講してください。
以上
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